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論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

単純ヘルペス ウイルス1型(HSV-1)に よるヘ ルペス性角膜炎は、しば しば再発 を繰 り返 し、角膜混濁、

視力低下、社会的失明 となる場合がある.ア シクロビル内服 による再活性化抑制効果 を検討 した報告があ

るが、臨床的に充分 な抑制 率ではなか った.今 回の研 究では、マ ウスヘ ルペス性角膜炎モ デルを用いて、

アスコルビン酸(AsA)、 亜鉛(Zn)、 アデノシ ンモノフォスフェー ト(AMP)、 ゲル ダナマイシ ン(GM)

のHSV-1再 活性 化抑 制効果を検討 した.

【方法】

マウス角膜にHSV-1を 感染 させ、AsA内 服群、Zn内 服群、 これ らの コン トロール として生理食塩水

(生食)内 服群、AMP筋 肉内注射(筋 注)群 、 この コン トロール として生食筋注群、GM腹 腔内注射(腹

注)群 、 この コン トロール としてジメチルスルポキシ ド腹注群、計7群 に分類 し(計350匹)、 潜伏感染

成立後25日 目よ り各薬剤 を投 与 した,免 疫抑制薬 と熱ス トレスを用 いて再 活性 化 し、マウス眼球 と三叉

神経節 を採取 し、PlaqueAssayとReal-timePCR法 を用いて検討 した.

【結 剰

PlaqueAssayに よる検討で、GM腹 注群 は、三叉神経節 におけ る陽性サ ンプル数 に有意 な減少 を認め

(GM腹 注群14%、 コン トロール群46%)、Real-timePCRで は、AMP筋 注群三叉神経節におけるウイル

スDNA検 出コピー数に有意な減少 を認 めた(AMP筋 注群8.39±27.2×102/100ngoftissueDNA、 コン

トロール群2.30±3。16x103).
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